
研究会目的

AIラベルとSNS広告の心理：生成AI広告受容の基礎把握
メディア心理学研究会

メディア⼼理学に関⼼のある多分野の研究者メンバーを集
め、交流・情報共有を⾏う。

・メディア⼼理学の理解を深める
・研究分野を拡⼤（AI×広告）

・多⾓的な視点から研究を進める
・共同研究やアカデミックなコミュニティ形成につなげる

『メディア・リテラシー』
読書会

学会発表：SNS上のエンゲージメントが訂正情報の拡散意欲に与える影響

調査：AIラベル×SNS広告（質問紙）

問題意識

・⽣成AIの普及により、SNS上でAI⽣成広告が増加

・作成主体（⼈⼿／AI）の識別が難しく、信頼・不安・プラ
イバシー懸念が判断⼿がかりとなりうる

・AI labelの効果を検討するため、まず⽇本⼈の基礎的態度
分布を把握する

『SNS広告の⼼理技術』
批判的読解と市⺠参加の必要性、各国の
実践を通じて、デジタル時代の複合的リ
テラシー（批判的読解×制作×情報倫理
）を整理した。

注意獲得・説得・⾏動誘導の⼼理原理
（社会的証明、損失回避、希少性、パ
ーソナライズ等）を整理し、SNS広告
受容のメカニズムを検討した。

v⽬的

実施時期︓2024年12⽉
参加者︓19–59歳の316名（
M=42.37, SD=8.76、男性
63.6%）
デザイン︓2（元フェイクニュ
ースエンゲージメント︓少/多）
×2（訂正情報エンゲージメント
︓少/多）参加者間実験
⼿続き︓

v⽅法

元フェイクニュースエンゲージ
メント（少/多）×訂正情報エン
ゲージメント（少/多）が、訂正
情報の信憑性と共有意図（オン
ライン／オフライン）に与える
影響を検討した。

v結果＆考察

AI⽣成広告やAI labelの理解・判断に
必要な視点（情報源の吟味、透明性、
情報倫理）を研究会内で共有した。

AI labelが信頼・プライバシー懸念・
広告態度に与える影響仮説を具体化し
、次年度の刺激設計へ接続した。

v⽬的
⽬的︓⽇本⼈の⽣成AIおよびAI⽣成広告への態度分布を把握
し、AI labelの影響検討に向けた基礎データを収集する。

v⽅法と現状
対象者︓⽇本⼈⼀般（オンライン）
項⽬︓⽣成AI利⽤経験／信頼(7)・有⽤性(7)・リスク/不安(6)・
GAAIS-J（確認中）
AI⽣成広告︓媒体/カテゴリ別態度＋広告態度(4)・ブランド態度(4)・購
買意図(5)
現状︓⼀部尺度の利⽤許諾確認中。確定後、プレテスト→本調査へ

独⽴変数︓訂正エンゲージメント条件 独⽴変数︓フェイクニュースエンゲージメント
条件x  訂正エンゲージメント条件


